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iPS 細胞の発明は、ALS（筋委縮性側索硬化症）などの脳神経系疾患の患者が存命の段階で、患

者の脳神経細胞を取り扱うことを可能にした。本研究は、iPS 細胞から分化誘導した運動ニューロ

ンを、セルケージパターンを有する培養基板上に播種した後に培養し、疾患を表現する神経細胞

ネットワークを形成することを目指しており、現在、培養基板および培養型プレーナーパッチク

ランプによる神経細胞ネットワークハイスループットスクリーニング装置の開発と同時に、培養

基板上に播種する運動ニューロンを獲得するために、罹患していないコントロールおよび ALS 疾

患患者から樹立したヒト iPS 細胞の分化誘導を行っている。iPS 細胞を高効率で運動ニューロンに

分化誘導するためには、【1】iPS 細胞から運動ニューロンに分化する前の神経幹細胞への分化誘導

効率を高めること、および【2】神経幹細胞から運動ニューロンまでの分化誘導において、運動ニ

ューロンへの分化誘導効率を高めること、等が考えられる。本研究ではこれらの点に留意して、

iPS 細胞から運動ニューロンを分化誘導し、その後、培養基板に播種することにした。 
iPS 細胞は、AggreWellTM800 (STEMCELL Technologies) を用いて、細胞を均一の細胞数に調整し

て凝集させた胚様体（Embryoid Body(EB)）を形成させた(Fig. 1)。その後、運動ニューロンへの分

化誘導を行った。分化誘導および運動ニューロンの成熟後、播種前の細胞群から抽出した RNA か

ら定量 PCR を行い、特定の細胞で発現する遺伝子の mRNA について、GAPDH mRNA に対する相

対量を算出し、細胞の分化状態を検討した。播種後、基板に接着した細胞について免疫染色を行

い、基板に付着した細胞の同定を行った(Fig. 2)。 
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